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研究成果の概要（和文）：本研究は土台となる伝達意図の処理に注目し、どのように音声処理を行うかに関して取り組
む。我々は発話から、状況により変わる話し手の意図の予測、あるいは解釈の支援のために、発話のノンバーバル情報
の解釈を組み込んだシステムを開発することを目的としている。自然対話の内容は、発話の意味を伝達することと同時
に、社交的なつながりにも大いに寄与している。このような社交的な交流を認識することには、音声情報や話し方（対
話中では何を言ったかよりも最重要な単位）といったものが必要不可欠である。我々は音声処理に、発話内容と並んで
、話し方情報を含めることにより、より価値のある発話の表現と理解を実現することを目標としている。

研究成果の概要（英文）：This study focused on the processing of non-verbal information to facilitate the 
transfer of speaker intentions that underlie the spoken text of a social conversational interaction.The 
contents of natural dialogue, while conveying the semantic meaning of the utterance, also contribute 
greatly to social ties and informal bonding.
To be aware of such social exchanges, it is essential to process voice information and speaking style 
(perhaps more important than what was directly said in the conversation).We developed audio processing, 
alongside speech content information, that is targeted at achieving a more likely interpretation and 
understanding of speech-interaction.
Prediction of the intentions of the speaker varies depending on the circumstances and the history of the 
conversation, but reliable paralinguistic signals allow us to develop a system facilitating the 
interpretation of nonverbal information speech, and to moderate the words according to this extra 
non-verbal information.

研究分野： 言語科学
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１． 研究開始当初の背景 
 

今現在、高齢化社会にむけてロボットの研究
が多くなり様々な業者が対話型ロボットを
研究中である。人間とコミュニケーションを
するロボットは対話音声モデルを使用する。
現在の音声処理技術つまり音声認識、音声合
成、音声対話モデルはよく検討されているが
人間センシングの部分つまり人間相手の理
解、参加程度を判断する技術が必要となる。
本研究では実音声対話から、語彙的情報とと
もに参加者の意図的対話等を示す社交的信
号を処理する。 
平成 12 年から 18 年、独立行政法人科学技術
振興機構(JST)の助成による研究「表現豊か
な発話音声のコンピュータ処理システム」に
おいて世界一音声大規模コーパスの収録を
行った。このコーパスから対話インタラクシ
ョン情報の分析を可能にした。本分析結果は 
語彙的情報のみではなく、ノンバーバルコミ
ュニケーションの重要性、詳細な声の使い方
等の利用をモデル化可能にし、発話者の対話
意図・参加程度等のセンシング技術の開発を
可能にした。平成 16 年から平成 18 年の総務
省  戦略的情報通信研究開発推進事業
(SCOPE)の助成により「ヒューマンコミュニ
ケーションの「場」が読めるロボットの研究
開発(041307003)」の研究において、マルチ
モーダルつまり音声+ビデオを収録、音声対
話コーパスを作成し、声の調子と共に微妙な
動作情報を含めて分析を行った。その後平成
19 年から 22 年には科学研究費補助金研究
（基盤研究（B））において、「音声コミュニ
ケーションにおける、ノンバーバル発話の研
究」（”On the Use of Non-Verbal Speech 
Sounds in Human Communication”）とい
う課題名で非語彙情報（社交的面）の音声部
分に着目した研究をすすめた。そして今回の
「MOSAIC:自然で双方向的な対話処理モデ
ルの研究」においてはその非語彙情報の社交
的面から心理的情報に着目するに至った。こ
の全てのコミュニケーションモデルにより、
より豊かな対話処理システムが作成可能と
なった。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は発話の言語的内容のみならず、土台
となる伝達意図の処理に注目し、どのように
音声処理を行うかに関して取り組む。我々は
発話から、状況により変わる話し手の意図の
予測、あるいは解釈の支援のために、発話の
ノンバーバル情報の解釈を組み込んだシス
テムを開発することを目的としている。 
本研究の位置は、音声合成と音声対話インタ
ーフェースの開発。つまり従来音声合成は音
声放送技術のみで相手の反応（情報の受け
方）を反応する機能はなかった。本研究成果
を利用すると従来、音声合成は双方向的なイ
ンタラクティブなコミュニケーション装置

となる。ロボットの対話システムはその機能
を含むと、そのロボットが出した音声は理解
しているか言い直しが必要かなどの判断が
利用可能となる。 
 
３．研究の方法 
 
多くの音声研究はタスクに依存するデータ
を利用してソフト作成やデータモデル化を
行う。その結果、ビジネス用の対話は十分処
理可能であるがビジネス以外の社交的人間
的音声コミュニケーションの特徴データが
ない。その問題を超えるため、我々のデータ
収集手法（タスクに依存しない方法）が心理
的情報パラ言語的情報つまり人間同士の気
持ちのやり取りを発達し、日常対話にも応用
するデータとなる。収録結果はそのままでは
データにならず、人間の判断による情報付与
化のうえでコーパスとなる。このコーパスは
統計的手法による学習材料であり、物理的デ
ータ（収録データ）とともに各場面のラベル
によるデータと理解との相関関係が可能と
なる。上記の統計処理による特徴のモデル化
から、新たな相手の判断が可能な対話音声技
術の開発を行う。 
 
４．研究成果 
 
主な研究成果はノウハウであり、学会論文、
図書などで示され、それとともに新分野を作
成するに至った。それは会議など、意見交換
の場面で他の研究者との交流による我々の
考え方やデータの利用により広がる。もちろ
ん、ソフト作成、対話インターフェースの開
発を行うが、我々はメーカーではなくプロト
タイプのみを示し評価する。 
 
今回その研究の延長として本研究課題にお
いて、発話者・参加者の心理的情報を具体的
に計るため、バイオメトリックセンサーを利
用した。アイルランドのダブリン大学と共同
で、”d-ans”データの収録を、シャノン・ヘ
ニング氏と行った。これまで参加者の参加態
度(心理情報等)を手動でアノテーションし
データを構築していたが本研究では、バイオ
メトリックセンサーにより同様な結果が得
られるかどうかの確認をするためデータ収
集・分析を行った。米国マサチューセッツ工
科大が開発した Q センサーの技術を導入し、
対話インタラクションをマルチモーダル技
術に収録しながら、発話者のバイオメトリッ
クセンシングを同時に行った。 
 
国際シンポジウム Speech Prosody で我々が
提案する social prosody（社交的韻律情報）
のテーマで第７回本年ダブリンにて行った。
また、国内は神戸大学で「日本語音声コミュ
ニケーション研究のこれまでとこれから」と
いうワークショップを開催した。本研究で作
成したD-ANSコーパスはLREC 2014 Reykjavik 



(Iceland)と INTER SPEECH 2014 (Singapore)
で紹介され、高く評価された。本研究結果に
よる、EU のロボットとの対話プロジェクトに
参加可能となり、これらの影響は強いと期待
出来る。最後に３月開催された国立情報学研
究所による NII 湘南会議“The Future of 
Human-Robot Spoken Dialogue: from 
Information Services to Virtual 
Assistants”(NII Shonan Meeting Seminar 
059)に招待され発表を行った。 
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